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ヒラメの中間育成放流事業（新居浜市）
平
成
22
年
度
決
算
の
概
要

普
通
貸
付
、
物
資
供
給
事
業
の
ご
利
用
が

便
利
で
す

貸
付
事
業
の
ご
利
用
に
係
る
制
限
事
項
が

追
加
さ
れ
ま
す

団
体
信
用
生
命
保
険
事
業
中
途
加
入
の
ご
案
内

ボ
ー
ナ
ス
の
預
入
先
に
最
適
！
共
済
貯
金

被
扶
養
者
の
資
格
調
査
を
実
施
し
ま
す
！

退
職
予
定
者
相
談
会
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
退
職
準
備
型
・
生
活
充
実
型
）を
開
催
し
ま
す

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

今
月
の
ヘ
ル
シ
ー
ア
ド
バ
イ
ス（
熱
中
症
）

平
成
22
年
度
医
療
費
の
状
況

長
期
財
源
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
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経理別収支決算一覧表 ( 単位：千円）

区　分 収      入 支      出 当期利益金
（△当期損失金）

短 期 経 理 10,350,653
687,585

10,273,494
671,030

77,159
16,555

長 期 経 理 21,663,296 21,663,296 0
預託金管理経理 253,565 253,565 0
業 務 経 理 259,198 252,831 6,367
保 健 経 理 437,232 442,369 △ 5,137
宿 泊 経 理 280,178 204,598 75,580
貯 金 経 理 917,777 596,522 321,255
貸 付 経 理 283,808 277,891 5,917
物 資 経 理 23,103 118,869 △ 95,766
※短期経理の欄の上段は医療保険、下段は介護保険の収支を示す。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
が
、5
月
30
日
に

開
催
さ
れ
た
第
1
7
9
回
組
合
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
経
理
の
決
算
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
経
理
は
、共
済
組
合
が
短
期
給
付
、

長
期
給
付
等
の
事
業
を
行
う
た
め
の
事
務

に
要
す
る
費
用
を
賄
う
経
理
で
す
。

　

財
源
は
、地
方
公
共
団
体
負
担
金（
短
期

給
付
分
）、短
期
経
理
か
ら
の
繰
入
金
及
び

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会（
以

下
「
全
国
連
合
会
」と
い
う
。）か
ら
交
付
さ

れ
る
連
合
会
交
付
金（
長
期
給
付
分
）な
ど

で
、収
入
総
額
は
2
億
5
9
2
0
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、支
出
総
額
は
、事
務
費
、委
託
費

な
ど
諸
経
費
の
節
減
に
努
め
た
結
果
、2

億
5
2
8
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
支
決
算
の
結
果
、6
4
0
万
円
の
当

期
利
益
金
を
計
上
し
ま
し
た
の
で
、全
額

を
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
、翌
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
し
た
。

(　 )内は支出に占める割合(　 )内は収入に占める割合

収入　259,198 支出　252,831

その他　38その他　38

短期経理より繰入 
29,030(11.2%)
短期経理より繰入 
29,030(11.2%)

利息及び配当金
162(0.1%)
利息及び配当金
162(0.1%)

連合会交付金 
62,184（24.0%)
連合会交付金 
62,184（24.0%)

当期利益金　6,367当期利益金　6,367

その他　2,704(1.1%)その他　2,704(1.1%)

普及費　5,695(2.3%)普及費　5,695(2.3%)

負担金　20,352(8.0%)負担金　20,352(8.0%)

賃借料
12,604(5.0%)
賃借料
12,604(5.0%)

委託費　5,633(2.2%)委託費　5,633(2.2%)

事務費負担金払込金
69,950(27.7%)
事務費負担金払込金
69,950(27.7%)

負 担 金
167,784(64.7%)

給与･旅費･
事務費
135,893
(53.7%)

（単位：千円）（単位：千円）

業
務
経
理

22年度21年度20年度19年度18年度

17,075

22,046

16,657

21,587

16,235

19,29919,299

15,870

18,93818,938

15,472

18,644

組合員数と被扶養者数の推移（任意継続組合員を除く。）

組合員数
被扶養者数

（単位：人）

1.29 1.30
1.191.19 1.191.19 1.211.21

組合員１人当たりの被扶養者組合員１人当たりの被扶養者
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【
短
期
給
付
関
係
】

　

平
成
22
年
度
も
、全
国
連
合
会
の
財
政

調
整
事
業
・
特
別
財
政
調
整
事
業
の
適
用

を
受
け
る（
5
年
連
続
）こ
と
と
し
、財
源

率
を
、前
年
度
よ
り
10
・
3
‰
引
き
上
げ
て

運
営
し
ま
し
た
。

　

収
入
総
額
は
、短
期
掛
金
・
負
担
金
、全

国
連
合
会
か
ら
の
交
付
金
な
ど
、1
0
3

億
5
0
7
0
万
円
で
、前
年
度
と
比
べ
て

6
億
7
1
4
0
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、支
出
総
額
は
、法
定
給
付
・
附

加
給
付
等
47
億
3
8
5
0
万
円
な
ど
、

1
0
2
億
7
3
5
0
万
円
で
、前
年
度
と

比
べ
て
、5
億
4
5
0
0
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
医
療
制
度
等
に
支
出
す

る
額
は
、前
期
高
齢
者
納
付
金
・
後
期
高
齢

者
支
援
金
38
億
8
0
2
0
万
円
と
老
人
保

健
・
退
職
者
給
付
拠
出
金
2
億
6
6
3
0

万
円
を
合
わ
せ
て
41
億
4
6
5
0
万
円

で
、支
出
額
の
46
％
を
占
め
、前
年
度
よ
り

3
億
8
1
6
0
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

収
支
決
算
の
結
果
、7
7
2
0
万
円
の

当
期
短
期
利
益
金
を
計
上
し
ま
し
た
の

で
、全
額
を
欠
損
金
補
て
ん
積
立
金
と
し

て
積
立
て
、翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
関
係
】

　

平
成
22
年
度
は
、前
年
度
よ
り
1・8
2
‰

引
き
上
げ
た
10
・
3
2
‰
の
財
源
率
で
運

営
し
た
結
果
、1
6
6
0
万
円
の
当
期
介

護
利
益
金
を
計
上
し
ま
し
た
の
で
、全
額

を
介
護
繰
越
欠
損
金
に
充
当
し
、
な
お
生

じ
る
欠
損
金
2
8
0
万
円
を
翌
年
度
に
繰

り
越
し
ま
し
た
。

短
期
経
理

収入

組合員１人当たりの収入・支出（介護保険を除く。）内訳

支出

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

499,403円
550,710円 574,576円 594,542円

645,482円

107,053円 116,343円 120,743円 122,585円
家族医療費
126,390円
(19.6%)

101,282円 102,237円 102,030円 102,329円
本人医療費
105,806円
(16.4%)

174,170円 191,925円 175,128円 210,376円

前期高齢者納付金
後期高齢者支援金
243,792円(37.7%)

76,142円
97,493円

89,228円 95,373円

その他
107,008円
 (16.6%)

40,756円
42,712円

43,466円 44,171円
次年度繰越支払準備金
45,757円(7.1%)
次年度繰越支払準備金
45,757円(7.1%)

43,981円43,981円
19,708円19,708円

老人保健退職者
給付拠出金
16,729円(2.6%)

老人保健退職者
給付拠出金
16,729円(2.6%)

22年度

650,330円
その他
62,972円（9.7%)
前年度繰越
支払準備金
45,412円(7.0%)

負担金・掛金
541,946円
(83.3%)

(　 )内は支出に占める割合(　 )内は収入に占める割合

収入　11,038,238 支出　10,944,524

前期高齢者納付金
後期高齢者支援金

3,880,189
(35.5%)

調整交付金　143,880(1.3%)調整交付金　143,880(1.3%)

特別調整交付金
193,001(1.7%)
特別調整交付金
193,001(1.7%)

そ の 他
693,891(6.3%)
そ の 他
693,891(6.3%)

前年度繰越
支払準備金
722,778(6.6%)

前年度繰越
支払準備金
722,778(6.6%)

介護掛金・負担金
687,570(6.2%)
介護掛金・負担金
687,570(6.2%)

当期介護利益金
16,555
当期介護利益金
16,555

当期短期利益金　77,159当期短期利益金　77,159
支払利息　1支払利息　1
連合会返還金
35,723(0.3%)
連合会返還金
35,723(0.3%)
連合会払込金・拠出金
596,254(5.4%)
連合会払込金・拠出金
596,254(5.4%)
次年度繰越支払準備金
728,275(6.7%)
次年度繰越支払準備金
728,275(6.7%)
業務経理へ繰入
29,030(0.3%)
業務経理へ繰入
29,030(0.3%)
介護納付金
670,323(6.1%)
介護納付金
670,323(6.1%)
老人保健・退職者給付拠出金
266,259(2.4%)
老人保健・退職者給付拠出金
266,259(2.4%)

短期掛金・負担金
8,597,118(77.9％)

法定給付・
附加給付等
4,738,470
(43.3%)

（単位：千円）（単位：千円）



　

収
入
総
額
は
、組
合
員
貸
付
金
利
息
2

億
5
8
4
0
万
円
な
ど
の
2
億
8
3
8
0

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、支
出
総
額
は
、預
託
金
管
理
経
理

へ
の
支
払
利
息
2
億
2
5
4
0
万
円
な
ど

2
億
7
7
9
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
支
決
算
の
結
果
、5
9
0
万
円
の
当

期
利
益
金
を
計
上
し
ま
し
た
の
で
、全
額

を
欠
損
金
補
て
ん
積
立
金
と
し
て
積
み
立

て
、翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

新
規
貸
付
に
つ
い
て
は
、前
年
度
に

比
べ
件
数
で
約
50
件
、金
額
で
6
4
3
0

万
円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
22
年
度
末

の
組
合
員
貸
付
金
は
、前
年
度
比
で
11
億

7
9
4
0
万
円
減
の
91
億
2
5
5
0
万
円

と
な
り
、依
然
と
し
て
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
年
10
月
か
ら
貸
付
審
査
に
新
た

な
要
件
が
加
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、8
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成22年度決算概要

　

耐
震
補
強
改
修
工
事
の
た
め
、22
年

6
月
か
ら
23
年
3
月
ま
で
の
10
ヵ
月
の

営
業
の
結
果
、収
入
総
額
は
、施
設
収
入

6
7
3
0
万
円
、当
該
工
事
等
に
係
る
保

健
経
理
か
ら
の
繰
入
金
8
5
1
0
万
円
、

物
資
経
理
か
ら
の
相
互
繰
入
金
9
0
0
0

万
円
な
ど
を
含
め
た
2
億
8
0
2
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、支
出
総
額
は
、2

億
4
6
0
万
円
で
し
た
。

　

収
支
決
算
の
結
果
、
7
5
6
0
万
円
の

当
期
利
益
金
を
計
上
し
ま
し
た
の
で
、全

額
を
欠
損
金
補
て
ん
積
立
金
へ
積
み
立
て

ま
し
た
。

　

本
年
7
月
か
ら
は
、四
国
四
県
共
済
組

合
宿
泊
施
設
の
合
同
プ
ラ
ン
と
し
て
大
変

お
得
な
料
金
の「
四
国
旅
割
劇
場
」を
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、本
紙
挟

み
込
み
の
チ
ラ
シ
又
は
当
会
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

安
全
・
安
心
な
施
設
と
し
て
、皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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貸
付
経
理

宿
泊
経
理

(　 )内は支出に占める割合(　 )内は収入に占める割合

収入　283,808 支出　277,891

その他　1,924(0.7%)その他　1,924(0.7%)

連合会交付金
23,525(8.3%)
連合会交付金
23,525(8.3%)

当期利益金　5,917当期利益金　5,917

その他
5,347(1.9%)
その他
5,347(1.9%)

連合会払込金
12,614(4.6%)
連合会払込金
12,614(4.6%)

貸付債権保全金
22,514(8.1%)
貸付債権保全金
22,514(8.1%)

給与･旅費･事務費
11,975(4.3%)
給与･旅費･事務費
11,975(4.3%)

組合員貸付金利息
258,359(91.0%)

支払利息
225,441(81.1%)

（単位：千円）（単位：千円）

平成21年度
合計 5,002件
103億490万円
（平成22年3月31日現在）

住宅貸付  2,038件　76億2,379万円(74.0%)
普通貸付
2,145件

17億8,128万円
(17.3%)

平成22年度
合計 4,565件
91億2,549万円
（平成23年3月31日現在）

住宅貸付  1,847件　66億9,803万円(73.4%)
普通貸付
1,959件

15億9,406万円
(17.5%)

組合員貸付金の状況

医療 2件 163万円
入学 293件 2億1,902万円
修学 316件 4億1,317万円
結婚 91件 7,544万円
葬祭 5件 444万円（ ）

特別貸付 764件
7億6,125万円(7.4%)
特別貸付 764件
7億6,125万円(7.4%)

災害貸付　4件
2,322万円(0.2%)
災害貸付　4件
2,322万円(0.2%)

在宅介護対応住宅貸付 51件
1億1,536万円(1.1%)
在宅介護対応住宅貸付 51件
1億1,536万円(1.1%)

災害貸付　2件　1,142万円(0.1%)災害貸付　2件　1,142万円(0.1%)

在宅介護対応住宅貸付 50件　1億828万円(1.2%)在宅介護対応住宅貸付 50件　1億828万円(1.2%)

特別貸付 707件
7億1,370万円(7.8%)
特別貸付 707件
7億1,370万円(7.8%)



　

収
入
総
額
は
、掛
金
・
負
担
金
、全
国
連
合

会
か
ら
の
交
付
金
な
ど
、4
億
3
7
2
0

万
円
で
、前
年
度
と
比
べ
て
8
0
0
万
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、支
出
総
額
は
、人
間
ド
ッ
ク
利
用

助
成
等
の
厚
生
費
2
億
9
6
6
0
万
円
、

え
ひ
め
共
済
会
館
の
耐
震
補
強
改
修
工
事

に
係
る
宿
泊
経
理
へ
の
繰
入
金
8
5
1
0

万
円
等
で
、4
億
4
2
3
0
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

収
支
決
算
の
結
果
、5
1
0
万
円
の
当

期
損
失
金
を
計
上
し
ま
し
の
で
、前
年
度

か
ら
繰
り
越
し
た
積
立
金
の
一
部
を
取
り

崩
し
て
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
康
診
査

及
び
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
費
用
は

1
8
1
0
万
円
、ま
た
、事
業
費
の
84
％
を

占
め
る
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
利
用
助

成
は
、前
年
度
よ
り
5
4
0
万
円
増
加
の

2
億
6
5
9
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成22年度決算概要
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保
健
経
理

(　 )内は支出に占める割合(　 )内は収入に占める割合

収入　437,232 支出　442,369

当期損失金　5,137当期損失金　5,137
その他
27,939(6.3%)
その他
27,939(6.3%)その他　14その他　14

宿泊経理へ繰入
85,100(19.2%)
宿泊経理へ繰入
85,100(19.2%)

連合会交付金
2,925(0.7%)
連合会交付金
2,925(0.7%)

給与･旅費･事務費
14,568(3.3%)
給与･旅費･事務費
14,568(3.3%)

利息及び配当金　60利息及び配当金　60

特定健康診査等費
18,118(4.1%)
特定健康診査等費
18,118(4.1%)

掛金･負担金
434,233
(99.3%)

厚生費
296,644
(67.1%)

（単位：千円）（単位：千円）

事業実施状況
（単位：千円）

脳ドック利用助成　5,120(1.6%)脳ドック利用助成　5,120(1.6%)

その他　6,127(2.0%)その他　6,127(2.0%)
インフルエンザ
予防接種補助
8,838(2.8%)

インフルエンザ
予防接種補助
8,838(2.8%)
福祉施設利用助成
1,256(0.4%)
福祉施設利用助成
1,256(0.4%)
ミニドック
4,511(1.4%)
ミニドック
4,511(1.4%)
えひめ共済会館
利用助成
10,037(3.2%)

えひめ共済会館
利用助成
10,037(3.2%)
特定健診・特定保健指導
18,118(5.8%)
特定健診・特定保健指導
18,118(5.8%)

人間ドック利用助成
260,755(82.8%)

総　額
314,762

（備考）平成21年度から人間ドック等利用助成方法を定率助成から定額助成（24,000円）へと変更した。
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（単位：人、千円）
277,484 285,753

297,898

260,503 265,875

人間ドック・脳ドック利用者数及び補助金額の推移

補助金額

11,026
11,378 11,394

11,399
11,633

利用者数

(　 )内は収入に占める割合

収入　280,178

賃貸料　37,259(13.3%)賃貸料　37,259(13.3%)

保健経理より繰入
85,100(30.4%)
保健経理より繰入
85,100(30.4%)

その他
540(0.2%)
その他
540(0.2%)

物資経理より
相互繰入
90,000
(32.1%)

施設収入
67,279
(24.0%)

(　 )内は支出に占める割合

支出　204,598

減価償却費
27,902(13.6%)
減価償却費
27,902(13.6%)

委託管理費
16,874
(8.3%)

委託管理費
16,874
(8.3%)

その他
34,038
(16.6%)

その他
34,038
(16.6%)

当期利益金
75,580

当期利益金
75,580

光熱水料　11,336(5.5%)光熱水料　11,336(5.5%)
負担金　14,445(7.1%)負担金　14,445(7.1%)

修繕費
43,179
(21.1%)

修繕費
43,179
(21.1%)

給与･旅費
・事務費
56,824
(27.8%)

（単位：千円）（単位：千円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（単位：千円、％）
えひめ共済会館施設収入及び利用率の推移

115,938
110,718

104,006

施設収入

宿泊
利用率
宿泊
利用率

会議
利用率
会議
利用率

宴会
利用率
宴会
利用率

64,666 67,279

66.7
63.3

60.5 58.2
63.1

44.3 43.1
40.2

38.6

33.0

8.7 6.9 7.1 6.6 6.8



(　 )内は支出に占める割合(　 )内は収入に占める割合

収入　917,777 支出　596,522

その他　934(0.1%)その他　934(0.1%)

当期利益金
321,255
当期利益金
321,255

その他
17,016
(2.9%)

その他
17,016
(2.9%)

 普及費
 6,126(1.0%)
 普及費
 6,126(1.0%)

給与･旅費･事務費
30,947(5.2%)
給与･旅費･事務費
30,947(5.2%)

利息及び配当金
916,843（99.9%)

支払利息
542,433
(90.9%)

（単位：千円）（単位：千円）

平成22年度決算概要

　

組
合
員
数
の
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少
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ど
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貯
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収
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円
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し
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1
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。

　

一
方
、支
出
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は
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払
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昨
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と
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の
1
・
0
％
に
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果
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息
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億
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2
4
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万
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5
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。
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。
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円
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・
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(　 )内は支出に占める割合(　 )内は収入に占める割合

収入　23,103 支出　118,869

 受取手数料
22,160(95.9%)
 受取手数料
22,160(95.9%)

その他
943(4.1%)
その他
943(4.1%)

当期損失金
95,766
当期損失金
95,766

支払利息　15,044(12.6%)支払利息　15,044(12.6%)

給与･旅費･事務費
3,172(2.7%)
給与･旅費･事務費
3,172(2.7%)

保険料
7,022(5.9%)
保険料
7,022(5.9%)

その他　3,631(3.1%)その他　3,631(3.1%)

宿泊経理へ相互繰入
90,000(75.7%)

（単位：千円）（単位：千円）

貯
金
経
理

物
資
経
理

物資供給事業販売状況  (単位：件、千円、％)
販 売 品 目 件　数 金　額 割　合

自 動 車 214 292,728 97.8

自動二輪車 7 3,786 1.3

時計･貴金属 1 600 0.2

電 気 製 品 1 610 0.2

そ の 他 9 1,642 0.5

合 計 232 299,366 100.0

　

収
入
総
額
は
、受
取
手
数
料
な
ど
の

2
3
1
0
万
円
で
、支
出
総
額
は
、預
託

金
管
理
経
理
へ
の
支
払
利
息
1
5
0
0

万
円
、え
ひ
め
共
済
会
館
の
耐
震
補
強
改

修
工
事
に
係
る
宿
泊
経
理
へ
の
繰
入
金

9
0
0
0
万
円
な
ど
1
億
1
8
9
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

収
支
決
算
の
結
果
、9
5
8
0
万
円
の

当
期
損
失
金
を
計
上
し
ま
し
た
の
で
、前

年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
積
立
金
の
一
部
を

取
り
崩
し
て
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

販
売
件
数
は
、前
年
度
よ
り
13
件
減
の

2
3
2
件
、販
売
金
額
は
、前
年
度
よ
り

1
6
8
0
万
円
減
の
2
億
9
9
4
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

18年度 19年度 20年度

貯金額貯金額

加入者数

21年度 22年度

571 579 575 564
540

10,795

10,623

10,426

10,206
9,850

組合員貯金額・加入者数の推移
(単位：人、億円)



　

こ
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国
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ま
た
、年
金
受
給
者
数
は
前
年
度
よ
り

5
7
6
人
増
加
し
、1
5
8
6
4
人
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、退
職
共
済
年
金

受
給
者
数
は
1
0
5
7
0
人
、退
職
共
済

年
金
受
給
者
の
平
均
年
金
額
は
1
3
9
万

3
4
8
4
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成22年度決算概要
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第179回組合会において「医療保険制度及び年金
制度に関する決議」が次のとおり採択されました。

医療保険制度及び年金制度に関する決議
　わが国の社会保障制度は、長引く社会経済情勢が低迷する中、急速な少子
高齢化などにより、かつてない厳しい財政状況に直面していることから、政府
は、持続性のある医療、年金、介護と財政再建の両立を目指し、「社会保障制度
と税の一体改革」の実現を図るとしています。
　医療保険制度については、昨年末、現行の後期高齢者医療制度を廃止し、年齢
区分のない新たな高齢者医療制度に関する「最終とりまとめ」が示されました
が、共済組合などにさらなる負担を強いるものであり、短期給付の健全な財政
運営を行っていくことは極めて困難な状況となることが予測されます。
　特に、年々増大する高齢者の医療費は、各医療保険者の財政を圧迫してきて
おり、本組合の平成23年度における高齢者医療制度に対する支援金、納付金等
の負担総額は、短期経理の支出の47％を占めるに至り、6年連続で財源率の引
上げを余儀なくされ、組合員にとって大きな負担となっています。
　一方、年金制度については、全ての年金制度を例外なく一元化すること、ま
た、全額税方式による最低保障年金を導入すること等「新年金制度の7つの基
本原則」が示されたところであります。しかしながら、我々の公務員共済年金
は、長い歴史と沿革の中で、職務の能率的運営に資するという公務員制度の一
環として位置づけられてきたものでありますので、新しい制度設計に当たっ
ては、公務員の特殊性を踏まえたものであることが必要であります。
　つきましては、地方公務員共済組合制度の根幹となる医療保険制度及び年
金制度が将来にわたり健全に維持、運営され、共済組合制度の目的である組合
員及びその被扶養者並びに年金受給者の生活の安定と福祉の向上に資するた
め、特に下記の事項について強く要望します。

記
１　医療保険制度関係
⑴　新たな高齢者医療制度は、医療保険制度全体に大きな影響を及ぼすも
のであることから、持続可能で安定した運営が確保される制度となるよ
う、共済組合等関係保険者の意見を十分聴取して、その理解と納得が得ら
れるものとすること。
⑵　高齢者医療費のさらなる増高が確実視される中、高齢者医療制度への
納付金、支援金等の負担方法については、現役世代の保険料に過度に依存
することのないよう、国庫負担の拡充を図るとともに、公正で公平な合理
性のある納得できる仕組みを構築すること。

２　年金制度関係
⑴　年金制度の一元化に当たっては、公務員の特殊性を踏まえて導入され
た共済年金の職域部分の経緯を尊重し、関係者の意見を十分聴取して、そ
の理解と納得が得られるものとすること。
⑵　地方公務員共済組合については、公務員制度の一環として総合的社会
保険制度を運営するうえで効率的な組織として構築されているので、年
金の一元化後も引き続き年金を含めた総合的な運営の確保が図られるよ
うにすること。

　以上、決議する。
　平成23年5月30日

愛媛県市町村職員共済組合　第179回組合会

13,59313,593 14,15814,158 14,64014,640 15,28815,288

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

15,86415,864

7,999 8,635 9,229 9,930 10,5707,999 8,635 9,229 9,930 10,570

1,763
1,656

1,514
1,403

1,296

1,763
1,656

1,514
1,403

1,2962,428 2,537 2,622 2,722 2,812

2,428 2,537 2,622 2,722 2,812572
540

512
487

457

572
540

512
487

457

年度別年金受給権者数の推移
(単位：人)

全体全体

退職
共済年金
退職
共済年金

退職年金退職年金

遺族
共済年金
遺族
共済年金

遺族年金遺族年金

年金受給者数及び平均年金額
( 単位：人、円 )

区　　　分 受給者数 平均年金額

退職共済年金 10,570 1,393,484

遺族共済年金 2,812 1,347,157

退 職 年 金 1,296 2,302,331

遺 族 年 金 457 1,208,330

長
期
経
理

預
託
金
管
理
経
理
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連
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金
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。
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。
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　共済組合では、組合員の皆さまが自動車、バイク、家電製品等を購入する場合に必要な資金を貸し付ける制度として、
普通貸付（貸付事業）、物資供給事業を行っています。
　組合員限定のため比較的低利かつ有利な条件で借入れを受けることができるうえ、給与天引きによるご返済となるこ
とから月々の返済にお手間を取らせません。一部又は全部の繰上償還も手数料なしで随時に受け付けていますので、
余裕のあるときにまとめて返済して支払利息の大幅圧縮̶なんてご利用も可能です。
　銀行等からの借入れをお考えの皆さま、共済組合の貸付事業又は物資供給事業のご活用をぜひ検討してみてください。
　また、貸付事業では、普通貸付以外にも住宅貸付、特別貸付（修学・入学・結婚等）の制度をご用意しています。各制度
内容につきましては、本誌面で随時ご紹介しているほか、詳細を共済組合ホームページに掲載しています。なお、利用申
込みにあたっては、所属所の共済事務担当課（係）までお申し出ください。

計画的なご利用をお願いします
　貸付事業・物資供給事業における貸付金・立替金の資金は、組合員の皆さまが将来受け取ることとなる年金の原資です。
　また、貸倒れ事故の発生は保険料の増大を招き、将来の制度利用者がそのしわ寄せを受けることとなりますので、無理
なく組立てた余裕ある返済計画にしたがってのご利用をお願いします。
　なお、貸付審査にあたっては、申込内容等により、別途審査に必要と判断した書類の提出を求めることがありますので
あらかじめご了承ください。

　本年10月から貸付審査に下記の要件が加わります。これらの要件に該当する場合は、貸付事業のご利用が制限されることとな
りますのでご注意ください。
◇無給休職及び懲戒処分により給料の一部が支給されていない場合
⇒　無給又は減給期間につきご利用ができなくなります。
◇部分休業等により給与の一部が支給されている場合
⇒　現に支給されている給与額に基づき月収・年収30%制限の審査（償還能力審査）を行います。
　　ただし、この場合の期末手当等の額については、月給（減額されているときは減額後の給料額）に4を乗じて得た額を期末手当
　等の額とみなして年収計算を行います。
◇貸付対象不動産に根抵当権が設定されている場合
⇒　抵当権の設定が必要な住宅貸付、災害貸付、在宅介護対応住宅貸付のご利用ができなくなります。

ローンで自動車、バイク、家電製品等の購入をお考えの方におすすめ

普通貸付、物資供給事業が便利です

貸付事業（普通貸付） 物資供給事業

貸 付（ 立 替 ）
事 由

自動車、家電製品等を購入するとき
指定店※から自動車、家電製品等を購入するとき
※指定店は4月号別冊「指定店名簿」又は共済組合ＨＰ
でご確認ください。

利 用 限 度 額 給料月額の6ヵ月分（200万円を超えるときは200万円）200万円

利 率（ 変 動 ）
H23.7.1現在

年2.72％（債権保全に係る一部負担年0.06％を含む。） 年2.90％

償 還（ 返 済 ）
方 法

毎月の給料※から定額控除（元利均等償還）
※100万円以上のお申込みのときは賞与併用償還も可
能です。

毎月の給料※から定額控除（元利均等償還）
※ご利用額の半分を限度として賞与併用償還も可能
です。

償 還 回 数
申込額に応じて定められている回数（最長120回）
※共済組合ＨＰ掲載の償還表でご確認ください。

60回を限度として利用者が決めた回数
（賞与償還分は月賦期間を限度として利用者が決めた
回数）

繰 上 償 還 未償還元金の全部又は特定回数分
毎月又は賞与償還分それぞれの未償還元金の全部又は
特定回数分

締 切 日 及 び
送 金 日

締切日：毎月5日、15日
送金日：15日、月末（組合員の口座へ送金）
※組合員が購入店に支払う。

締切日：毎月5日、20日
送金日：月末、翌月15日に指定店の口座へ送金
※共済組合が購入店に立替えて支払う。

利 用 制 限

他の金融機関等からの借入金及び共済組合（貸付事業・
物資供給事業）からの借入金の年間償還額の合計が年収
の30％を超える場合、又は毎月償還額の合計が給料月額
の30％を超える場合など

共済組合（貸付事業・物資供給事業）からの借入金の
年間償還額の合計が年収の30％を超える場合、又は
毎月償還額の合計が給料月額の30％を超える場合など

貸付事業のご利用に係る制限事項が追加されます



【このページについての問合わせ先】　共済組合経理課　貯金貸付係　☎089（945）6316

区分 年　月　日
（変更は届出日） 指定店名 所　在　地 電話

番号
取扱
商品

取消
（取扱店） H23.5.1

 ㈱アイ‐アイ‐エー
三津店
春美店

松山市祓川2-6-7
松山市春美町2-10

眼鏡

　団体信用生命保険事業は、共済組合の貸付金（普通・修学貸付を除く。）を借り受けている組合員が、万一死亡又は高度障害と
なった場合、保険金により債務を相殺することにより組合員とその家族の生活の安定を図ることを目的とする保険制度です。
　中途加入をご希望の場合、これまでは限られた募集期間中にお申込みをいただく必要がありましたが、この度、思い立ったと
きに随時に加入のお申込みが可能となりました。

◆対象者

○　貸付申込時の健康状態が下記の告知事項に該当したた
め加入できなかった方で、その後状態が改善された方及
びその他の理由により未加入の方

○　申込日の属する月の末日現在の貸付（普通・修学貸付
を除く。）残高が50万円以上あり、満70歳未満の方

告知日現在、正常に就業し、かつ過去3年以内に次
の病気で連続2週間以上の入院をしていないこと。

狭心症・心筋こうそく・心臓弁膜症・先天性心臓病・
心筋症・高血圧症・脳卒中（脳出血・脳こうそく・くも
膜下出血）・脳動脈硬化症・精神病・神経症・てんかん・
自律神経失調症・アルコール依存症・ぜんそく・慢性
気管支炎・胃かいよう・十二指腸かいよう・かいよう
性大腸炎・慢性すい臓炎・慢性肝炎・肝硬変・慢性腎炎・
ネフローゼ・腎不全・がん・肉腫・白血病・腫瘍・ポリー
プ・糖尿病・リウマチ・膠原病

　　脱退後の再加入はできません。

◆保険金額

　申込日の属する月の末日現在の貸付残高を10万円単位に
切り上げた額
　2年目からは、毎年9月末日の残高を保険金額とします。

◆保障開始日

　申込日（告知日）の属する月の翌々月1日

◆特約保証料（保険料）

　保険金額10万円につき月額20円（年額240円）

　初回払込みは、加入者が指定する金融機関の口座から、1
年分を申込日（告知日）の属する月の翌々月に引き落とし、
2年目以降も毎年初回に引き落とした月と同月に引き落と
されます。
　（参考）貸付金残高3,973,818円の場合
　　　　400万円に切上げ
　　　　400万円÷10万円×20円＝800円
　　　　800円×12月＝9,600円（年額保険料）

◆加入手続き

　共済事務担当課（係）を経由して共済組合へお申込みください。

◆その他

　団信に加入される方は、併せて団信の付帯事業である「債
務返済支援保険」についても加入できます。債務返済支援
保険とは、借受人が償還期間中に病気又は傷害により休職
になった場合等就業不能となったときに、最長3年間、毎月
の返済金額を補填するもので、債務返済支援保険料（月額）
は、平均返済月額（年間返済額÷12）1万円当たり99円です。
　（参考）平均返済月額が20,000円の場合
　　　　20,000円÷10,000円×99円＝198円
　　　　198円×12月＝2,376円（年額保険料）

団体信用生命保険事業

変　更　点 旧方式（平成22年度まで） 新方式（平成23年度以降）

保険適用日 毎年の12月1日 申込日（告知日）の属する月の翌々月1日

申込受付期間 募集年の7月1日から9月末日まで 随時

保 険 金 額 募集年の9月末日現在の貸付残高を10万円単位に
切り上げた金額

申込日の属する月の末日現在の貸付残高を10万円
単位に切り上げた金額

物資指定店

貸付事業をご利用の皆さまへ

中途加入が随時可能
となりました
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共
済
貯
金
は
、加
入
者
の
皆
さ
ま
か
ら
お

預
か
り
し
た
大
切
な
資
金
を
安
全
を
第
一

に
運
用
し
て
お
り
、現
在
約
９
，８
５
０
人

の
組
合
員
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ボ
ー
ナ
ス
の
預
入
れ
先
と
し
て
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

預
入
れ
は
、臨
時
増
額
貯
金
の
専
用
振
込

用
紙
を
使
い
、金
融
機
関
の
窓
口
か
ら
随
時

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、新
規
で
臨
時
増
額
貯
金
や
定
例
貯

金
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、あ
わ
せ

て
印
鑑
票
な
ど
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ご
利
用
の
際
は
、所
属
所
の
共
済
事
務

担
当
課（
係
）ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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◆
調
査
対
象
者

　

被
扶
養
者
全
員
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
の
①
又
は
②
に
該
当
す
る
被

扶
養
者
は
調
査
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

①　

平
成
23
年
4
月
以
降
に
認
定
さ
れ
た

　

者
②　

平
成
23
年
3
月
以
降
に
更
新
手
続
を

　

し
た
者

◆
調
査
方
法

　

所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課（
係
）を
経

由
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
組

合
員
の
方
は
、表
１
の
書
類
を
、共
済
事
務

担
当
課（
係
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
被

扶
養
者
に
つ
い
て
は
、所
属
所
に
お
い
て
確

認
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、書
類
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
提
出
期
限

　

所
属
所
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
共
済
事

務
担
当
課（
係
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

　

扶
養
認
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、要
件
を
欠
い
た

日
に
遡
っ
て
認
定
を
取
消
す
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、速
や
か
に
取
消
手
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、取
消
日
以
降
に
医
療
機
関
等
を
受

診
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、医
療
費
等
に
つ
い

て
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、共
済
事
務
担
当

課（
係
）又
は
共
済
組
合
総
務
係（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
８
９
‐
９
４
５
‐
６
３
１
５
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
方
が
、現
在
も
被
扶
養
者
と
し
て
の
要
件
を
備
え
て
い

る
か
確
認
す
る
た
め
、本
年
も
7
月
に「
被
扶
養
者
の
資
格
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、適
正
な
被
扶
養
者
の
認
定
を
行
っ
て
い
く
上
で
重
要
な
調
査
と
な
り
ま
す
の
で
、被
扶
養

者
の
お
ら
れ
る
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

被
扶
養
者
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

主
と
し
て
組
合
員
の
収
入
に
よ
り
生
計
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、次
の
要
件
等

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（注）１　上記の区分において、複数の項目に該当する場合は、それぞれの提出書類が必要となります。
　　２　給与条例による扶養手当が支給されている場合は、書類を提出する必要はありません。

を
実
施

し
ま
す
！

被
扶
養
者
の
資
格
調
査

被
扶
養
者
の
認
定
要
件
に
つ
い
て

（表１）　　　　　　　　　被扶養者資格調査提出書類一覧表

区          分 提    出    書    類
①　学生 ○在学証明書（平成23年4月1日以降に交付された在学証明書）

②　病気又は負傷等により就労能力に制限を
　　受ける者

○障害者手帳の写、又は診断書
　（就労に制限を受ける旨の内容記載のもの）

③　年金・恩給受給者（所得税法上非課税と
　　なる遺族年金・障害年金を含む。）

○平成23年度年金改定通知書の写（紛失等により提出できない場
　合又は23年度において改定がない場合は、23年6月分の送金通
　知書の写）

④　給与収入のある者 ○平成22年分源泉徴収票又は給与支給証明書の写

⑤　事業収入等（農業・商業・不動産・その他）
　　のある者

○平成22年分確定申告書（控）の写及び経費内訳書
○事業収入申立書

⑥　三親等内の親族のうち同居を要件とする者 ○住民票
○①～⑤の区分に該当する場合は、それぞれの提出書類

⑦　継続認定（就職活動中）の者

○被扶養者申告書、扶養事実の申立書
○組合員証（遠隔地被扶養者証）
○平成23年度（平成22年分）の所得証明書（更新時）
○求職活動状況申立書（更新時）

⑧　被扶養者の要件を備えていない者
　　（取消手続の必要な者）

○被扶養者申告書
○認定要件を欠いた年月日の確認できるもの
○組合員証（遠隔地被扶養者証）
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被
扶
養
者
の
範
囲

　
「
三
親
等
内
の
親
族
」で
あ
る
こ
と
が
要

件
と
な
り
ま
す
。
な
お
、配
偶
者
、子
、父

母
、孫
、祖
父
母
、弟
妹
以
外
の
親
族
に
つ

い
て
は
、同
居
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

 

収
入
に
つ
い
て

　

扶
養
認
定
に
お
け
る「
収
入（
表
２
）」と

は
、所
得
税
法
上
の「
所
得
額
」で
は
な
く
、

認
定
時
か
ら
将
来
に
向
か
っ
て
恒
常
的
に

得
ら
れ
る
収
入
の
総
額
を
い
い
ま
す
。

◎
給
与
収
入
は
、
給
与
所
得
控
除
及
び
各

種
社
会
保
険
料
等
控
除
前
の
収
入
総
額

と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
収
入
は
、そ
の
収
入
を
得
る
た
め

に
直
接
必
要
と
な
っ
た
最
小
限
の
経
費

の
み
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
所

得
税
法
上
の
所
得
額
と
は
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

◎
年
金
収
入
は
、所
得
税
法
上
、非
課
税
所

得
と
さ
れ
て
い
る
遺
族
年
金
、障
害
年

金
も
収
入
に
含
ま
れ
ま
す
。

 

被
扶
養
者
の
認
定
の
取
扱
い

18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
者
の
場
合

　

18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
者
に
つ
い
て
は
、

通
常
、稼
働
能
力
を
有
し
て
お
り
、次
の
者

を
除
い
て
は
、組
合
員
の
収
入
に
よ
る
こ

と
な
く
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者

●
学
生（
定
時
制
課
程
、
通
信
課
程
、
夜

　

間
課
程
の
学
生
を
除
く
。）

●
病
気
又
は
負
傷
の
た
め
就
労
能
力
を

　

失
っ
て
い
る
者

　
「
収
入
が
な
い
」又
は
、「
ア
ル
バ
イ
ト
等

の
収
入
は
あ
る
が
、認
定
基
準
額
未
満
で

あ
る
」な
ど
の
状
況
に
あ
る
場
合
は
、収
入

状
況
だ
け
の
判
断
で
は
な
く
、次
の
要
件

を
具
体
的
に
調
査
確
認
し
た
う
え
で
、認

定
の
可
否
を
判
定
し
ま
す
。

①　

就
労
の
意
思
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
就
労
で
き
な
い
具
体
的
な
状
況

②　

組
合
員
が
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由

③　

組
合
員
が
そ
の
者
を
経
済
的
に
扶
養

し
て
い
る
事
実

父
母
の
場
合

　

父
母
に
つ
い
て
は
、次
に
該
当
す
る
場

合
、被
扶
養
者
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

❶
夫
婦
の
扶
助
義
務

　

夫
婦
の
相
互
扶
助
義
務（
民
法
第

7
5
2
条
）の
観
点
か
ら
、夫
婦（
父
母
）の

一
方
の
収
入
が
認
定
基
準
額
未
満
の
場
合

で
あ
っ
て
も
、双
方
の
収
入
を
合
算
し
た

と
き
、そ
の
収
入
額
に
よ
り
夫
婦（
父
母
）

が
、社
会
通
念
上
、生
活
維
持
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
場
合

❷
経
済
的
援
助

　

組
合
員
と
別
居
し
て
い
る
父
母
を
認
定

す
る
場
合
に
お
い
て
、組
合
員
の
父
母
に

対
す
る
経
済
的
援
助
額（
仕
送
り
額
）が
、

父
母
の
収
入
の
総
額（
仕
送
り
額
を
含
む
。）

の
3
分
の
1
を
下
回
る
場
合

　

平
成
23
年
度
に
退
職
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
、退
職
後
の
医
療
保

険
・
共
済
年
金
及
び
互
助
会
の
事
業
に

係
る
相
談
会
を
日
程
表
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

退
職
時
の
手
続
や
退
職
後
の
生
活
設

計
の
参
考
に
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、各
所
属
所
の
共
済
事
務

担
当
課（
係
）ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※収入が基準額以上となる場合は、被扶養者の認定が受けられません。

退
職
予
定
者
相
談
会
開
催

（注）一部事務組合等の組合員の皆さんは、原則として主たる事務所の所在する市町を対象とした相談会にご参加ください。

（表２）　　　　　　被扶養者認定の収入基準額表

区        　　  分 基　準　額

公的年金等を受給している方
※国民年金、厚生年金、共済年金、
恩給、農業者年金など
（遺族年金・障害年金を含みます。）

60歳以上の方
年額180万円

障害年金を受給している方

その他
年額130万円

（月額 108,334円）上記以外の収入がある方

雇用保険（失業給付）を受給している方 日額3,612円

　　　　開催年月日 開催場所 対象範囲

平成
２３年

8月25日（木） 西条市役所 西条市
8月31日（水） 今治市役所 今治市、上島町
9月  1日（木） 八幡浜市役所 八幡浜市・伊方町
9月  2日（金） 大洲市総合福祉センター 大洲市・内子町
10月  5日（水） 四国中央市役所 四国中央市
10月  6日（木） 新居浜市役所 新居浜市
10月18日（火）

宇和島市役所
松野町・鬼北町・愛南町

10月19日（水） 宇和島市

11月  9日（水） えひめ共済会館 伊予市・東温市・久万高原町・
松前町・砥部町

11月11日（金） 西予市役所 西予市

平成
２４年

1月19日（木） ～20日（金） 松山市役所 松山市
2月（未定） えひめ共済会館 全所属所

日程
表
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【このページについての問合わせ先】　保健課厚生係　☎089（945）6318

ク
が
あ
る「
動
機
付
け
支
援
」の
対
象
者
、

リ
ス
ク
が
高
い「
積
極
的
支
援
」の
対
象
者

が
選
定
さ
れ
、支
援
対
象
者
は
、保
健
指
導

（
面
接
・
通
信
に
よ
る
生
活
習
慣
改
善
の
た

め
の
支
援
）を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
組
合
員
…
「
動
機
付
け
支
援
」の
対
象
者

に
は
共
済
組
合
か
ら「
利
用
券
」を
配
付
し

ま
す
。「
積
極
的
支
援
」の
対
象
者
に
は
共

済
組
合
の
保
健
師
が
所
属
所
等
に
お
伺
い

し
、保
健
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、ご
案
内

の
あ
っ
た
方
は
、生
活
習
慣
の
見
直
し
及
び

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、是
非
、保
健

指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
被
扶
養
者
…
対
象
と
な
る
方
は
、共
済
組

合
か
ら「
利
用
券
」を
配
付
し
ま
す
の
で
、

契
約
実
施
機
関
で
保
健
指
導
を
受
け
て
く

だ
さ
い（
無
料
）。

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
保
険
料（
短
期
掛
金
・

負
担
金
）へ
の
影
響

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
利

用
率
、メ
タ
ボ
該
当
者
の
減
少
率
が
低
い
場

合
に
は
、医
療
保
険
者
が
拠
出
し
て
い
る
後

期
高
齢
者
支
援
金
が
増
え
、保
険
料
が
上
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　平均余命はますます伸びる傾向にあり、人生90
年時代に迫る今、将来の目標や資金計画を明確に
した長期的なライフプランを立てることが、今後
の充実した生活につながります。
　共済組合では、組合員の方への生きがい、健康、
家庭経済設計等に係る情報の提供及び生涯を通じ
た生活設計づくりの支援のために、下記のとおりラ
イフプランセミナーを(財)愛媛県市町村職員互助
会と共同で開催しますので、是非ご参加ください。

（退職準備型・生活充実型）

開催します

特
定
健
康
診
査
と
は

　

本
年
度
中
に
40
歳
〜
74
歳
に
な
る
医
療

保
険
加
入
者
全
員
を
対
象
と
し
た
内
臓
脂

肪
症
候
群（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

以
下「
メ
タ
ボ
」）に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

　

メ
タ
ボ
は
内
臓
の
周
囲
に
脂
肪
が
た
く

さ
ん
つ
い
た
状
態
で
、心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
進
む
危
険
性
が
と
て

も
高
い
の
で
、早
い
段
階
で
改
善
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
組
合
員
…
職
場
の
定
期
健
康
診
査
又
は

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
も
っ
て
特
定
健
康

診
査
を
受
診
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
被
扶
養
者
…
対
象
と
な
る
方
は
、
6
月

初
旬
に「
受
診
券
」を
所
属
所
経
由
で
配
付

し
て
い
ま
す
。（
※
本
年
4
月
１
日
現
在
で

資
格
の
な
い
方
・
人
間
ド
ッ
ク
利
用
者
を

除
き
ま
す
。）

　

案
内
文
書
及
び
受
診
券
の
注
意
事
項
を

ご
確
認
の
上
、「
受
診
券
」と「
組
合
員
証
」

（
保
険
証
）を
必
ず
持
参
し
、契
約
実
施
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い（
無
料
）。

　

な
お
、受
診
券
の
有
効
期
限
は
平
成
23
年

12
月
31
日
で
す
の
で
、期
限
内
の
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
と
は

　

受
診
結
果
に
基
づ
い
て
、メ
タ
ボ
の
リ
ス

特
定
健
康
診
査･

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

ライフプランセミナーライフプランセミナー

※一部事務組合は、それぞれ主たる事務所の所在する市町の区分に
　含めます。
※職務等の事情により該当地区の開催日に受講できない場合は、他
　の地区の開催日への申込みも可能です。

ライフプランセミナー（退職準備型） ライフプランセミナー（生活充実型）

開 催 日

平成23年8月10日（水）
…東予地区、中予地区（伊予市・東温市）

平成23年8月23日（火）
平成23年8月11日（木）
…中予地区（松山市）

平成23年8月12日（金）
…中予地区（久万高原町・松前町・砥部町）、
南予地区

開催時間 10時30分～16時00分 10時30分～16時00分

対 象 者

①本年度退職予定者
②①以外で55歳以上の組合員（定員を超え
る申込みがあった場合は、①を優先します
ので受講をお断りする場合があります。）

①40歳以上54歳以下の組合員
②①以外の組合員（定員を超える応募があっ
た場合は、①を優先しますので受講をお断り
する場合があります。）

日 程 等 日程表のとおり

開催場所 松山市三番町5丁目13－1 えひめ共済会館 4階「豊明」

定 員 240名 40名

申込方法 各所属所の共済事務担当課(係)へお早めにお申込みください。
※既に所属所あてご案内しています。

そ の 他 参加料は無料です。（昼食は共済組合及び互助会でご用意します。）

ライフプランセミナー
（退職準備型）・（生活充実型）日程表

時    間 内　　　容

10:30～10:35 開会あいさつ

10:35～10:40 オリエンテーション

10:40～10:50 〔ビデオ上映〕

10:50～12:00 [講演]
ライフプランとは
あなたのライフプラン
(財)地方公務員等ライフプラン協会13:00～13:50

14:00～15:00
[講演]
人生90年時代の経済設計
野村證券株式会社 投資情報部

15:10～15:40 地方公務員共済組合制度について

15:40～16:00 互助会事業について



恐
い「
暑
さ
」と
上
手
に
つ
き
合
う
夏
に
し
ま
せ
ん
か
。
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暑くなる前に、カラダを「暑さ」に馴らしましょう。
●熱中症とは、暑い環境で発生する障害の総称で、4つの病型があります。

皮膚血管の拡張によって血圧が低下し、脳血流が減少しておこるもので、
めまい、失神などがみられる。顔面そう白となって、脈は速くて弱くなる。

脱水による症状で、脱力感、倦怠感、めまい、頭痛、吐き気などがみられる。

大量に発汗したときに水だけしか補給しなかった場合、血液の塩分濃度が
低下して、足、腕、腹部の筋肉に痛みをともなったけいれんがおこる。

体温の上昇によって中枢機能に異常をきたした状態。反応が鈍い、言動が
おかしい、意識がないといった障害がおこり、死亡率が高まる。

熱 失 神

熱 疲 労

熱けいれん

熱 射 病

かかりやすい原因・対象

ポ イ
ン ト

◎前日より急に温度があがった日

◎温度が低くても多湿であれば起こりやすい

◎室内作業をしている人が急に外に出て作業した場合

◎ 5歳以下の幼児、65歳以上の高齢者

◎肥満者、発熱のある人

◎睡眠不足

●暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯に行う。

●急に暑くなったときなどは運動を軽くおさえ、体を暑さに

　少しずつ馴らしていく。

●発汗で失った水分と塩分の補給をこまめに行なう。

　（スポーツドリンクなど塩分と糖分を配合した飲み物が良い）

●睡眠を十分にとる。

●吸湿性や通気性のよい素材の服装（クールビズ）、外出時は帽子。

●発症時の対応を考慮して、ひとりではなく、なるべく複数で

　行動する。

予 　 防 　 法

　汗は体から熱を奪って体温が上昇しすぎるのを防い

でくれます。しかし、失われた水分を補わないと脱水

になり、体温調節能力や運動能力が低下します。暑い

ときにはこまめな水分補給を心がけましょう。

　また、汗からは水と同時に

塩分も失われるので、塩分が

不足すると熱疲労からの回復

が遅れます。水分の補給には

0.1 ～ 0.2％程度の食塩水が

適当です。

0.1～0.2％
食塩水

成分表示をみてみよう！

▲

市販の飲料を選ぶ時
　成分表示を見ていますか？

▲

0.1～0.2％の塩分とはナトリウムの量
　40～80mg（100ml中）が目安です。

　

暑
さ
本
番
に
向
か
う
時
季
、気
を
つ
け
た
い
の
が「
熱
中
症
」で
す
。

　

熱
中
症
と
は
、体
の
中
と
外
の
”暑
さ
“に
よ
っ
て
起
こ
る
不
調
や
障
害
の
こ
と
で
、暑
熱
環
境
で

の
労
働
で
起
こ
る
も
の
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
起
こ
る
も
の
、湿
度
の
高
い
室
内
で
起
こ
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
の
梅
雨
明
け
直
後
が
特
に
要
注
意
。

　

労
働
中
に
起
こ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、近
年
の
労
働
環
境
改
善
な
ど
に
よ
り
減
少
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、油
断
を
す
る
と
発
生
後
急
速
に
重
症
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、危
険
性
を
し
っ
か
り
認

識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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１
人
当
た
り
医
療
費

（
1
人
が
1
年
間
に
使
っ
た
平
均
医
療
費
）

　

平
成
22
年
度
の
1
人
当
た
り
医
療
費

は
、組
合
員
が
11
万
4
8
1
9
円
、被
扶
養

者
が
11
万
3
6
6
2
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
と
比
較
し
て
組
合
員
・
被
扶

養
者
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
特
に
組
合

員
は
4
9
1
9
円
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
前
年
度
よ

り
1
2
8
0
円
の
増
加
で
す
が
、9
年
連

続
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、9
年
前
と
比

較
す
る
と
2
万
6
7
6
4
円
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

共
済
組
合
で
は
、今
年
度
も
短
期
給
付

財
政
の
安
定
化
計
画
を
策
定
し
、が
ん
検

診
等
補
助
や
人
間
ド
ッ
ク
等
利
用
助
成
に

よ
る
疾
病
予
防
の
事
業
等
を
進
め
る
と
と

も
に
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
、各
事
業
を

ご
利
用
に
な
り
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

受
診
率

（
1
ヵ
月
1
0
0
人
当
た
り
の
受
診
件
数
）

　

平
成
22
年
度
の
受
診
率
は
、組
合
員
が

64
・
76
％
、被
扶
養
者
が
69
・
79
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
5
年
間
の
推
移
を
み
る
と
、

組
合
員
は
横
ば
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。
被
扶
養
者
は
、平
成
22
年
度
は
前
年
度

よ
り
わ
ず
か
に
減
少
し
ま
し
た
が
、増
加

傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

  
１
件
当
た
り
日
数

（
一
つ
の
医
療
機
関
で
1
ヵ
月
に
受
診
し

た
平
均
日
数
）

　

平
成
22
年
度
の
1
件
当
た
り
日
数
は
、

組
合
員
が
1
・
78
日
、被
扶
養
者
が
1
・
83

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者
は
前
年

度
よ
り
わ
ず
か
に
増
加
し
ま
し
た
が
、組

合
員
・
被
扶
養
者
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、薬
剤
投
与
期
間
の
長
期
化
や
療
養
病

床
の
再
編
成
な
ど
の
影
響
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

 

１
日
当
た
り
医
療
費

（
1
日
に
か
か
っ
た
平
均
医
療
費
）

　

平
成
22
年
度
の
1
日
当
た
り
医
療
費

は
、組
合
員
が
8
2
9
3
円
、被
扶
養
者
が

7
3
9
7
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
の

高
度
化
や
薬
剤
投
与
期
間
の
長
期
化
な
ど

の
影
響
か
ら
、組
合
員
・
被
扶
養
者
と
も
に

増
加
傾
向
に
あ
り
、平
成
18
年
度
と
比
較

し
て
、10
％
以
上
の
伸
び
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

1
人
当
た
り
医
療
費
及
び
医
療

費
の
三
要
素（
受
診
率
、1
件
当

た
り
日
数
、１
日
当
た
り
医
療

費
）の
推
移
を
見
て
み
ま
し
た
。

【
医
療
費
の
三
要
素
の
推
移
】

110,000

130,000

64

66

68

70

72

2.0

2.5

7,000

8,000

9,000

（円）（％）

（日）（円）

組合員
被扶養者

組合員
被扶養者

組合員
被扶養者

組合員
被扶養者

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

7,478
7,600

7,786 7,819

8,293

6,495

7,0077,007

7,169
7,382 7,397

1.911.91 1.88 1.87
1.81 1.83

1.88 1.86
1.82

1.78 1.78

66.64
67.50

68.7068.70

70.12
69.79

99,042

106,964106,964

110,735
112,382

113,662

64.56
64.90

64.51 65.72 64.76

109,101 109,821

109,506 109,900

114,819

受診率の推移 1人当たり医療費の推移

1日当たり医療費の推移 1件当たり日数の推移
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平
成
22
年
度
に
お
け
る
組
合
員
の
病
類

別
医
療
費（
割
合
）は
、1
位　

新
生
物
3

億
2
5
0
0
万
円（
16
・
2
％
）、2
位　

循

環
器
系
2
億
4
0
0
0
万
円（
12
％
）、3

位　

筋
骨
格
系
1
億
5
0
0
0
万
円（
7
・

5
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、新
生
物
が
5
1
0

0
万
円
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医

療
費
全
体
に
占
め
る
割
合
も
2
・
5
％
高

く
な
っ
て
お
り
、組
合
員
に
係
る
医
療
費

の
増
加
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　

被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、1
位　

呼
吸

器
系
3
億
8
5
0
0
万
円（
16
・
9
％
）、

2
位　

新
生
物
1
億
8
9
0
0
万
円（
8
・

3
％
）、3
位　

循
環
器
系
1
億
4
2
0
0

万
円（
6
・
3
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
較
し
て
上
位
3
位
の
順
位

に
変
動
は
な
く
、医
療
費
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
特
に
前
年
度
6
6
0
0
万
円
の
大

幅
な
増
加
と
な
っ
た
新
生
物
は
7
6
0
0

万
円
減
少
し
、平
年
並
み
の
医
療
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

組合員
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（百万円） （百万円）

呼吸器系消化器系内分泌筋骨格系循環器系新生物

備考：平成22年度
病類別医療費の上位
６位までを掲載して
います。
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被扶養者
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損傷、中毒周産期筋骨格系循環器系新生物呼吸器系

備考：平成22年度
病類別医療費の上位
６位までを掲載して
います。
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134

175

265

406

115124125
142

189

385 平成21年度
平成22年度

平
成
22
年
度

病
類
別
医
療
費

病類別の主な疾患・症状
病　類 主　な　疾　患　・　症　状

呼 吸 器 系 急性鼻咽頭炎（かぜ）、アレルギー性鼻炎、肺炎、気管支炎、喘息、花粉症、急性呼吸不全

新 生 物 胃癌、大腸癌、直腸癌、肝癌、肺癌、乳癌、白血病、良性新生物

循 環 器 系 高血圧、狭心症、心筋梗塞、心不全、脳梗塞、くも膜下出血、脳内出血、脳動脈硬化症

筋 骨 格 系 腰痛症、坐骨神経痛、肩関節周囲炎、骨粗鬆症、慢性関節リウマチ、多発性関節症、脊椎症

内 分 泌 糖尿病、低血糖症、肥満症、甲状腺腫、バセドウ病、橋本病、末端肥大症

消 化 器 系 胃潰瘍、十二指腸潰瘍、胃炎、慢性肝炎、肝硬変、肝不全、胆石症、膵炎

周 産 期 胎児発育遅延、低出産体重児、未熟児、巨大児、出産外傷、出産児仮死

損 傷、 中 毒 頭蓋骨骨折、胸骨骨折、頭蓋内損傷、脳振とう、熱傷、腐食、薬剤及び生物学的製剤による中毒、日射病、凍瘡

本年９月に長期給付に係る掛金率が引き上げられます
　平成21年に行われた地方公務員共済年金における財政再計算により、平成23年9月に長期給付に係る掛金
率は、次のとおり引き上げられます。

区　分
平成22年9月
　　～平成23年8月

給 料 に
対する割合※ 9.69250

期末手当等に
対する割合 7.754

※給料に係る掛金を算定する場合、掛
金率を基本給に乗ずることになってい
ます。したがって、諸手当を除いたも
のに掛金率が乗じられることとなりま
すので、給料に対する割合は、期末手
当等に対する割合と異なります。
※長期給付に係る掛金率は、地方公務
員共済組合連合会定款で定めています。

平成23年9月
　　～平成24年8月

9.91375
（＋0.22125）

7.931
（＋0.177）

地方公務員共済組合連合会

（単位：％）



ご予約・お問い合わせは ...................................

えひめ共済会館
TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322
〒790-0003 松山市三番町5丁目13-1
http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/

新
企画

宿泊予約状況（6月1日現在）
７
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ●

● 余裕あり　▲ あと僅か　× 満 室

※その他ご予算に合わせた各種宴会料理もご用意させていただきますので、お気軽にお問い合わせください。

「四国4県共済組合宿泊施設合同プラン」

平成23年7月1日～平成25年3月31日
どこに宿泊されても お一人様 1泊2食付 7,500円(税込)

四国4県の共済組合宿泊施設を是非ご利用ください。
ご利用するごとにどんどんお得に !!
詳しくはホームページをご覧ください。

表
紙
に
よ
せ
て

ヒ
ラ
メ
の
中
間
育
成
放
流
事
業

（
新
居
浜
市
）

　

燧ひ
う
ち
な
だ灘

沿
岸
の
市
町（
新
居
浜
市
、今
治

市
、西
条
市
、四
国
中
央
市
）が
広
域
的
に

協
調
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
間
育
成
放

流
事
業
は
、「
作
り
育
て
る
漁
業
」の
一
環

と
し
て
水
産
資
源
の
維
持
・
増
殖
を
目
的

に
、昭
和
61
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

事
業
で
す
。
愛
媛
県
農
林
水
産
研
究
所
栽

培
資
源
研
究
所
な
ど
か
ら
稚
魚
を
受
け
入

れ
、2
〜
3
週
間
陸
上
水
槽
で
一
定
サ
イ

ズ
ま
で
育
成
し
た
後
、海
浜
ま
た
は
船
か

ら
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
写
真
は
、新
居
浜
市
の
垣は

ぶ生
漁
港

に
隣
接
す
る
砂
浜
で
ヒ
ラ
メ
の
放
流
を
実

施
し
た
時
の
も
の
で
、地
元
の
小
学
生
に
参

加
を
呼
び
か
け
、魚
の
稚
魚
の
放
流
を
実

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、食
育
の
推
進
・

魚
介
類
の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
海
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
啓

発
も
兼
ね
、継
続
し
て
事
業
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

─組合の現況─
（平成２３年５月末現在）

◎所属所数 ..................................................................42
◎組合員数 .............................................15,253人
　　　　男 .................................................9,940人
　　　　女 .................................................5,313人
◎平均給料月額（短期） ..........319,209円
◎被扶養者数 .......................................18,342人
　（含任継 ...............................................内 264人）
◎任意継続組合員 ......................................377人
◎年金受給者数 ..................................15,890人

「 四 国 旅 劇 場 」

写真は料理のイメージです。

ご予約
承り中

開
催
日　

平
成
23
年

7
月
6
日
㈬
〜
8
日
㈮
、

　
　

19
日
㈫
〜
21
日
㈭

8
月
4
日
㈭
・
5
日
㈮

9
月
14
日
㈬
〜
16
日
㈮

「四国4県共済組合宿泊施設合同プラン」

‐
御
飲
食
内
容
‐

バ
イ
キ
ン
グ

・
刺
身
・
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
・

手
羽
次
郎
・
牡
蠣
フ
ラ
イ
・

パ
ス
タ
・
ピ
ザ
・
ス
テ
ー

キ
ピ
ラ
フ
・
オ
ム
レ
ツ
・

だ
し
巻
き
卵
・
中
華
あ
ん

か
け
・
鶏
唐
揚
・
ロ
ー
ス

ト
チ
キ
ン
・
サ
ラ
ダ
・
鍋
・

寿
司
・
デ
ザ
ー
ト
な
ど

ド
リ
ン
ク

・
生
ビ
ー
ル
（
ア
サ
ヒ
・
キ

リ
ン
）・
焼
酎
（
芋
・
麦
）・

日
本
酒
（
熱
燗
・
冷
酒
）

・
酎
ハ
イ
（
青
り
ん
ご
・
カ

ル
ピ
ス
・
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
・
梅
・
レ
モ
ン
）

・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
（
烏
龍

茶
・
コ
ー
ラ
・
ジ
ン
ジ
ャ

エ
ー
ル
・
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
）
な
ど

※
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
の
料
理
内
容
は
変

更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
20
歳
未
満
の
方
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
提
供
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◎発行所／愛媛県市町村職員共済組合　松山市三番町5丁目13-1
◎編集発行人／山内 定樹　URL http://www.ehime-kyosai.jp/　 環境にやさしい大豆油インキを

使用しています。

★開★催★日★限★定★

18:00～21：00 食べ飲み放題（税込）

予約/ 大人 .......3,500円 中高生 ... 2,500円
 小学生 ...1,100円 幼児 ............500円
当日/ 大人 .......3,800円 中高生 ... 2,800円
 小学生 ...1,400円 幼児 ............500円

※金額はいずれもお一人様分です。

今
年
の
夏
は
、え
ひ
め
共
済
会
館
で
乾
杯
！

大
変
お
得
な
、「
３
時
間
食
べ
飲
み
放
題
」プ
ラ
ン
を

ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。




